
指定管理者選定委員会における指定候補者の選定調書 

（所管課：商工労政課） 

１ 施 設 名 甲賀市信楽産業展示館 

２ 施 設 の 目 的 
信楽焼産業の振興と市民の文化の向上を図ることを目的とする。 

３ 施 設 の 概 要 

所在地：甲賀市信楽町勅旨２１８８番地７ 

施設構造：鉄筋コンクリート造２階建 一部鉄骨造 延床面積：２．５７６㎡  

       多目的ホール（信楽ホール）、展示室、ロビー 

４ 募 集 方 法 非公募 

５ 指 定 期 間 令和９年４月１日 から 令和１３年３月３１日 （４年間） 

６ 管 理 業 務 内 容 

（１）「甲賀市信楽産業展示館」の運営に関する業務 

（２）「甲賀市信楽産業展示館」の維持管理に関する業務 

（３）「甲賀市信楽産業展示館」の経営管理に関する業務 

７ 
指 定 管 理 料 

（参考額） 

（指定管理料限度額）    １０３，２００，０００     円 

（年間指定管理料）     ２５，８００，０００     円 

消費税及び地方消費税含む  

８ 

指 定 候 補 者 

（代表者名） 

主たる事務所の 

所在地 

（団体名・代表者名） 公益財団法人滋賀県陶芸の森 理事長 松井利夫 

（所在地）甲賀市信楽町勅旨２１８８番地７ 

（設立年月日、事業概要）平成２年４月１０日 

９ 指定候補者の選定理由 

滋賀県立陶芸の森内に位置する施設であり、同一敷地内の県営施設と市営施

設の管理運営を同一の者が担うことにより、敷地内の一体的な安全管理や、管理

運営の効率化が図れる。 

また、建設当初より、同一敷地内を一体管理する想定をしていたことから、インフ

ラ設備等も共有している。建築後３０年以上が経過し、各種設備の更新が見込まれ

る中、滋賀県においても改修に係る計画を作成中であり、足並みを揃えることで、

今後も、敷地全体を安定して管理することができる。 

このことから、滋賀県立陶芸の森の指定管理者となった者を非公募で選定する。 
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選 定 委 員 

＊委員長 

(50音順、敬称略) 

木田 嘉明 学識経験を有する者       税理士 

＊中嶋 慶喜 学識経験を有する者       社会保険労務士 

横川 悦子 その他市長が適当と認める者 元行政職員 

吉川 徹  その他市長が適当と認める者  商工会事務局長 

  



11 選 定 委 員 会 
第５回 指定管理者選定委員会 

開催日 令和８年１０月２３日 

12 選 定 基 準 

評価項目 適 不適 

①施設の利用者の公平な利用を確保することができる ○  

②施設の効用を最大限に発揮させるものである  ○ 

③施設の適切な維持及び管理が図られるものである ○  

④施設の管理に係る経費の縮減が図られるものである  ○ 

⑤施設の管理を安定して行う人員、資産その他経営の規模及び

能力を有する 
○  

13 選 定 結 果 

 

■ 当該施設の指定候補者として適当である。 

 

□ 当該施設の指定候補者として不適である。 

 

14 附 帯 意 見 

当該施設の昨年度審査では、指定候補者の事業計画等に一部課題があったも

のの、今後の改善を前提として「適当」との評価をしたものである。本年度について

も、その改善状況を注視しつつ、昨年度に引き続き審査を実施したものである。本

件においては、各評価項目の概要について以下のとおり示す。 

 

①これまでの管理運営において大きなトラブルはなく公平な利用の確保が期待でき

る。 

②昨年度の審査からホールの活用等の改善は見られるが、施設機能の活用は依

然として限定的である。展示場や飲食・物販スペースにおける指定管理者の裁量

不足が課題であるため、運営権限の付与を含め、管理運営体制の見直しを検討さ

れたい。 

③昨年度の審査で指摘のあった警備において管理体制に変更はないものの、改善

検討のプロセスを経て現行体制の妥当性が確認されたことから、適切な維持およ

び管理が図られていると判断できる。 

④適正な管理経費を精査したうえで、経費の縮減が図られるよう次期指定管理期

間において事業計画の見直しを行われたい。 

⑤提案事業及び自主事業の実施により、より多くの方に施設を利用してもらうこと

が期待できる。 

令和８年１０月２３日 

甲賀市指定管理者選定委員会  委員長 中嶋 慶喜 


